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第二コリント　1:1-2
　第二コリントは、第一コリントの後で書かれた手紙で、内容的にも同じ課題を引き継いでいる。その経緯をざっと述べると、コリント教会を強く憂慮したパウロは第一コリントを書き送ったのだが、残念ながら、その手紙によっては事態の解決は実現しなかった。このためパウロは直接コリントを訪問したものの、状況はさらに悪化。いったん撤退した後、もう一つのかなり厳しい手紙を送り、それによってようやく状況の打開が見られるようになった。明るい希望が見え始めた中で、改めてパウロはコリント教会を慰め励まし（前の手紙が厳しかったので傷ついている人々もいたから）、合わせて、まだ危惧される課題があったので、この手紙を書いているという次第。そういう背景が色濃く出ている内容でもある。難しい事態にどういう姿勢で臨むのか、信仰の実践を見ることができる。
 
 
第二コリント　1:3-11
　パウロはコリント教会の問題に直面している。以前よりはかなり好転したとは言え、まだまだ根深い事柄が残っていた。その中でなお彼が希望を失わずに取り組んで行けた理由は、神が自分たちを守り支えてくださっているという体験と確信による。彼はかなり厳しい事態から逃れたばかりのようだが（8節）、その幸いが今、彼をコリント問題へと向かわせる勇気につながっている。人が直面する問題は多種多様で、そのすべてへの対処能力などとうてい身につけられるものではない。だが、全能の神が味方でいてくださるということは、人の思いを越えた事態も含めて、確かな助けを確信させてくれるものだ。主の良くしてくださったことを忘れない（詩篇103:2）ことは、私たちが惑わずに歩むための大きな礎となり得る。
 
 
第二コリント　1:4
　神から恵みを受けることによって、自分もまた他の人にその恵みを届けることができるようになる。この筋道は聖書の中で繰り返し語られていることだ。ここでは慰めについてだが、赦しについても、あるいは愛することについても、この仕組みは同じだ。むろん、物質的な良きものも。もし、神からは受けているのに他の人を顧みないとすれば、それは与えられている幸いの意味を忘れているのだ。また、もし他の人に恵みを届けることに自信がないとしたら、それは自分の内側から出てくるものではなく、神がちゃんと与えてくださっているものなのだということを思い出したい。神は人を、ご自身とその人との関係だけで成り立たせてはおられない。他の人々と共に歩み、共に幸いを分かち合うことこそが、主のご計画なのだ。
 
 
第二コリント　1:7
　苦しみを共にするとか、慰めを共にすると語られているが、実際にパウロが経験している事柄と、コリントの人々の状況とは別のものだ。けれど、苦しみの中で支えられることも、もちろん慰めも、すべては主なる神から与えられるもの。つまり最も大切な点において「同じ」である。痛み苦しんでいる時、「君にはわからない。君とは違う」という思いが募るのは人間としては自然だ。でも思い出してほしい。確かに違うけれど、でも、神はただお一人なのだということを。だからこそ、共に祈ってもらう、支えてもらう、共に涙することも。主がおられるからこそ、こんなにも違う者たち同士が、しかし一つになって歩み得るのだ。
 
 
第二コリント　1:8-10
　パウロが直面した苦しみはエペソでの迫害を指しているのだろうと考えられている。そういえば使徒19章の記事では、パウロ自身の言動はほとんど語られておらず、圧倒的な力に翻弄されて、まさに死を覚悟したのだろう。パウロはじっと黙って待っている人ではなく、いつも自分から積極的に動き、その中で神が自分を用いてくださることを信じて歩む人であるが、この時は、すべてはただ神の御手のままにであることを痛感したのだろう。この後もパウロは積極的に動いている。それはそれで正しい。でも、私たちの精一杯をはるかに超えて、主こそが事を動かし、導いてくださることの意義を、深く思わせられる。
 
 
第二コリント　1:11
　コリントの人々とパウロとの関係は、まだまだ十分ではない。「助けて協力してくれる」とは、こういう危機的な状況だからこそ、今まではパウロと反目していたコリント教会が、ようやく、パウロを支え励ますことに開眼したということかもしれず、あるいは、こういう厳しい時だからこそぜひともそういう良き関係を見いだしてほしいという願望的な言葉であるのか、どちらであるかは何とも言い難い。ただ、パウロとしてはコリントの人々の間に深い信頼と結びつきを持ちたいと願っているのは間違いない。おそらくそれは、コリントの人々以上にである。コリントは問題だらけだったが、しかしキリストは、罪人を救うためにこの世に来られたのだ。
 
 
第二コリント　1:12-24
　15節からに具体的に語られているコリント教会との間に生じた誤解を意識しつつ、パウロは自分が誠実に向き合っているのだということを表明している。人間、決して完全ではないから、自分の誠実さを口にするのは少々臆するように思うのは、日本人の感覚だからか。でも、もしもそのあたりの誤解によってせっかくの関係が損なわれつつあるのだとしたら、私が至りませんで、と言っているだけではなく、ちゃんと自らの言動の意図を伝えていくことも必要なのだろう。我が身を守るだめではなく、神の幸いがないがしろにされないためにこそ、である。少なくともパウロの態度はそういうものだった。
 
 
第二コリント　1:15-17
　この記述によれば、パウロはコリント訪問を計画していたのだが事情ができて訪問できなくなってしまい、それが原因でコリント教会との信頼関係に支障が生じていたようだ。簡単に言えば、「嘘つき」と見られてしまったのだ。まあ、そのくらい来訪を期待されるということなら、それはそれでありがたいことだとも言えるが、期待が高ければその分だけ落ち込みも激しくなるわけであって、注意深い対応の必要性を痛感させられる。残念ながら、人にはすべての事情を完全に掌握はできないのだから、うまくいかないことも前提としておくことも大切だ。それとも自分は大丈夫だと思い上がってしまうのだろうか。
 
 
第二コリント　1:17-22
　パウロによくあることだが、ある話題を利用して信仰の奥義に関わることにも言及するというものだ。自分たちはいい加減ではなく真剣なのだと弁明するに際して、そういう真剣さは神ご自身に由来するものだと語る。そして、神はご自分の約束を、キリストによって間違いなく実現してくださっているのだという話を語り聞かせている。さらには聖霊まで与えられているのだから、その真剣さは明確だ、と。そうやって神の誠実さによって祝福を受けているのだからして、私たちもまた誠実・真実であることについて、精一杯取り組んでいきたいものだ。パウロの論調とは逆になるけれど、信仰に生きる者としては、このことは非常に大事である。
 
 
第二コリント　1:23-24
　厳密に言えば、コリント訪問が延期になったのは何らかの事情が発生したためで、意図的に延期したわけではないだろう。だが、パウロはこの事態の中に、むしろそれで良かったという思いを強くしていたようだ。私たちはもちろん誠実に取り組む必要がある。だが、人の思いを越えて、神は最も良きことをしてくださるという信仰もまた欠かせないのだ。パウロはコリントの人々を案じているのであって、彼らを支配するつもりも、抑圧するつもりもないのだと、はっきりと語っている。真の権威とは何か、ということを考えさせられる一言だ。
 
 
第二コリント　2:1-4
　悲しみの原因は、もともとコリントの人々が抱えていた罪である。それは激しく落胆させられるほどのもので、パウロが厳しく語ったのは当然であった。でも、パウロはコリント教会について、決してあきらめていなかった。彼らが立ち直ると信じ、期待するからこそ、つらい言葉も発したのだ。それは彼ら自身の人間性への期待ではなく、神の助けと守りへの期待からくるものだ。だからこそ、悲しみは悲しみで終わることなく、必ず喜びへと進むことができるのだと確信できたのでもある。今日はちょうど復活祭。キリストのよみがえりは、私たちの歩みにも偉大な神の力が働くのだと物語る力強い印でもある。
 
 
第二コリント　2:5-11
　この場合、犯した悪事が大きかったほどに悲しみも大きくなる。それがどうしたと開き直ってしまったら悲しみも何もないが、悔いるからこそ嘆きも生ずる。でも、だとするならば、そこには回復の希望がある。神は悔いた心、砕かれた魂を受け止めてくださるからだ。そしてだからこそ、人々の間でも、その悪の強い人をただ責めて断罪して、排斥するのではなく、その悔い改めと涙を支え、立ち直ることができるように守り導いていくことが、教会全体の使命として求められている。さもないと、回復は実現せず、ただ崩されてしまうだけになる。事態が深刻なほどに、真の回復を求める苦労よりも誰かを犯人にして攻撃を激化させる傾向がある。だがそれは何の解決にもならないのだ。神のなさり方をこそ私たちは見ていかねばならない。
 
 
第二コリント　2:10
　コリント教会がある人を赦すとあるのは、この場合、彼ら自身が被害者で、それでも赦すという話ではなくて、正義と真実を堅持する教会としての対応に関する話だろう。これは被害者自身とは別の意味合いで難しい。ごまかしやなあなあとの境目がわかりにくいからだ。その分だけ、より強く、厳しくなる傾向も大きいように思う。だが聖書が語る教会の役目は、実は「赦す」こと。その実現のために必死の取り組みをすることも含めて、この厳しい課題に、人類が抱える永遠の課題に、教会こそが取り組まなくしてどうなり得るのだろうか。神がご自分に従う者たちに与えている使命はとても重要なものなのだ。
 
 
第二コリント　2:11
　そう、サタンの策略に警戒すべきなのだ。正反対の対応がありえる。神は心の広いお方だから笑って赦してくださるよ、というのが一つ。もう一つは、神は明確な正義を求める方だから罪を犯した者はもうおしまいだ、というもの。どちらもそれぞれに「確かにそうだ」と思わせる主張であり、サタンの声だなどとは誰も思わないだろう。でも神が実際になさっていること、語られていることを見ると、完全に裏返しであることに気づくだろう。神は罪の結果は死だと語られるからこそキリストを十字架で死なせ、そしてまた、罪人に赦しを与えるのだと語られるからこそキリストを人々の身代わりとして十字架で死なせておられる。策略は、さも良さそうな顔をして、真逆のことを語る。罪と赦しに関することは、この信仰の根幹を示すものだ。
 
 
第二コリント　2:12-13
　パウロがコリントを訪問せずにマケドニヤに行ったことが、自分たちを軽視しているとの反発になっていたため、パウロはその理由を語っている。こういう場合の優先順位は難しい。どちらが絶対的に正しいとは言えないのかもしれない。だとしたら、せめて自らの真意をきちんと示すのが次善の手段なのだろう。弁明しないのが潔い、と見られることの多い日本社会だが、自らの決断に確信があるなら、あるいはまた、迷いつつもそうしているのが本音なら、そのことを明らかにした方が人間関係の改善には役立つ。潔さは単なる自己満足で終わってしまうかもしれない。自分はそれで良くても（責められても）、憤慨している相手のためをも思うなら、その怒りを解きほぐすためになすべき責務はあるはずだ。
 
 
第二コリント　2:14-17
　直前が弁明なら、ここでは積極的に自分たちの取り組みの意義と幸いが語られている。パウロはコリント教会との関係でずっと苦労し続けていたが、目の前にある大変さよりも、そういう取り組みが何を目指しているか、主の御心とご計画においてどんな意義を持っているかを考えると、彼の心は大いに沸き立つのだ。だからこそ、なすべきつとめを、誠実に、真剣に、決して混ぜものをしたり、ごまかしたりせずに進めていく。前進していくことのできる理由は、自らの力や頑張りの問題ではなく、強い精神力でもなく、事の意義をちゃんと見据えていたからこそである。だからこそなおさら、彼は自らに厳しく、ちゃんと福音に沿った取り組みをしているかを自らも吟味することの必要性を意識している。
 
 
第二コリント　2:14-15
　勝利の行列という言葉は理解が難しいとされている箇所なのだが、ローマの凱旋行進がイメージされているのは間違いないだろう。その際に勝利の印として連れてこられる捕虜を思い浮かべることのほうが多いようだが、これはむしろ、勝利軍の兵士たち、意気揚々と歩いている軍隊のほうを指すもののはずだ。パウロは自分もまたその一人として神の前に喜びの行進をしている光景を思い描いている。むろんそこでは、コリントの人々とも一緒に歩いているということなのだが。勝利の美酒という言い方があるが、この場合は勝利に伴って焚かれるかぐわしい香の薫りがあたり一帯に漂うことがイメージされている。私たち一人一人は決して良きものではないだろうが、それでもそこにあるのは決して腐臭ではなくかぐわしい香りなのだ。
 
 
第二コリント　2:16-17
　人によって同じものが異なった効果をもたらすことについては、第一コリント1:23などでも指摘されている。それはつまり、神が用意して下さっている幸いなのに、人がそれを心から受け止めようとしなければ、残念ながら意義をもたらし得ないという現実を指し示している。それは神の力が足りないのではなく（イザヤ59:1-2）、神のもとめておられるものが人との親密な関係であり、愛し愛されることによって発揮される祝福であるからこそだ。だからこそパウロたちは、魔術のようにこの救いを振りまくのではなく、神の福音を必死で語り続け、人々がそれを受け取っていくように労し続けているのだ。
 
 
第二コリント　3:1-4
　パウロの指導への反発はしばしば、内容そのものではなく、彼には教える資格があるのか、という議論になって紛糾していた。これはパウロとしてはつらかっただろう。いっそ自分などは退いて誰か他の人が語ってくれれば・・・。でも、それは解決にはならないことを知っていたからこそ、彼は語り続けている。そのパウロを支えていたもののひとつがコリントの信者たちの存在そのものであるのは大事なことだ。批判は大きい。でも、神は確かに彼の取り組みを通じてコリントに教会を生み出して下さっている。だとしたら、彼の取り組みにはちゃんと意義がある。少なくともコリントの人々に対してはそう言える。こういう確信を見失ってしまったら、人は立ち得ないだろうが。
 
 
第二コリント　3:5-6
　パウロは自分の役割について強い確信を持っていて、どれほど批判されても退こうとはしなかった。自分に自信があったからではない。むしろ彼はその経歴からも、自分ほど使徒にふさわしくない者はないという強い意識を常に抱いている。そんな自分を神が立たせて下さっているということ、それこそが彼の確信であり、力の源であり、そしてまた自らを諦めたりはしない。自分はどこに、何によって立っているのか。これはとても大切なことだ。
 
 
第二コリント　3:7-11
　モーセの律法は、人の罪を指摘し、あるいは人が過ちに踏み込まないための柵的な役割を果たしている（最終的な救いを指し示すものでもあるが）。その意義は高く、価値あるものだ。だとすれば、罪に堕ち、滅びを免れないはずの者に、しかし救いをもたらし、いのちをもたらし、生かしていく福音はどれほどの幸いであるか。自らの資格を話題にしていたはずのパウロは、いつものように話が飛んで、キリストの福音そのものの素晴らしさを、高らかに語っている。
 
 
第二コリント　3:12-18
　モーセは神と話し合った後、顔が異様に輝いていたと旧約には記されている（7節も）。それは神の栄光に影響された反映であるのだが、あくまでも表面的な影響だから、時間が経てば消えていく。その落差を意識したのでモーセは顔に覆いを掛けていた。けれど、キリストによる救いで与えられているものはいのちであり、その人の内にあって輝くものであり、すぐに消えていくものではない。その比較からパウロは、キリストの福音がどれほど確かなものであるかを語り聞かせようとしている。そしてまた、自分たちが担っている伝道の業についても、その意義の大きさはモーセ律法をはるかに超えていくのだと語るわけである。
 
 
第二コリント　3:18
　主と同じ姿に変えられていく、という言葉は、主に寄り頼む者たちをワクワクさせる約束だ。とりわけこの世界の、人類の、そして自分自身の混乱と罪深さを深く嘆き、あるいは傷ついている者ほど。ただ、聖書は同時に信者自身の抱える多くの問題についても繰り返し警告しており、クリスチャンになったら完全無欠の人になるわけではない。これはすぐ後の4:7にもあるように、たくさんの問題を持っている私たちが、それでもなお喜びにあふれ、希望を抱いて歩いていける、そういう輝きを語るものとして受け止めた方が良い。同時に、私たち自身のたくさんの課題にもかかわらず、そういう者たちが語り伝えている福音は、間違いなく人々に救いをもたらし、偉大な幸いをもって世界を輝き照らし得るものであることもまた、とても大事な点である。モーセは偉大であり、律法もすばらしいものだが、私たちに与えられている救いは、私たち自身の欠けにもかかわらず、もっと大きな恵みをもたらしてくれるのだ。
 
 
第二コリント　3:17
　今日、自由という言葉は一般に、その人の好きなようにして良い、という意味合いで使われる。人間社会としてはこの価値観は重要であるし、誰かが独善的に決める良きことよりも、人々が各自で真摯に、かつ自由に取り組むほうが真に価値ある善を生み出し得るのだと信じて歩むことは、より良き社会形成にも意義がある。ただしむろんそこには、人々が自由に悪に陥って、最悪の事態を招く危険も伴っている。ただ、この箇所が言う自由とは、そういうふうに人間たちが自分の思うままに歩むことではない。これは、律法によって規定されてある種の型に押し込められて歩むのではなく、神から与えられたいのちに基づいて（つまりは神の御心に従って）、むしろ内側から発するものとして生きていくことを指すものだ。だからこの箇所を用いて、「聖書は何をしても自由だと言っている」と主張するのは筋違いだろう。
 
 
第二コリント　4:1-2
　神を信じる者は謙遜であるべきだが、一方で、人間の常識からすると考えられないほどに堂々としている。その理由はまず、神から受け入れてくださっているからにはどんな批判にさらされようと、それが事実だろうとも、決して失格にはならないという安心があるからだ。親から深い愛情を注がれている子どもは、たとえ失敗しても、そのことについては猛反省したとしても、自己否定には至らないのと似ている。次に、人々に指し示しているのが自分の出来ではなく、神の福音であるからだ。自分はどれほどつたなくても、神の祝福には絶対の自信がある。それゆえ、自らの愚かさや過ち、罪深さもまた、率直に言い表すことができる。罪人を救ってくださる方がいるからだ。だから勇気を失わないのだと告げられている。その通り、である。
 
 
第二コリント　4:3-4
　神が人々の心を曇らせているという言い方は、確かに聖書には時々ある。だが一方で、信仰の決断はあくまでも本人次第であり、むろん神が遠隔操作しているのではないことも、聖書の大切な真実だ。少なくともこの箇所では、神が意図的に人々の心を遮るという話ではなく、事がうまく進まなくてもすぐに自分を責めるべきではなく、誠実に取り組んだ上では、あとは神に委ねるしかないのだという指摘だ。それに、せっかくの呼びかけを拒んでしまうと、狭き門をますます遠く、狭くしてしまう、自ら障壁を作り上げてしまうということへの警告でもある。
 
 
第二コリント　4:5-6
　趣旨は前述のとおりだが、改めてはっきりと語っている。自分たちが伝えようとしているのは人間のそれではなく、まさに神ご自身であるのだということを。ここが曖昧になると伝わりはしないし、あるいはおかしなものに陥る危険もあり、そして神に逆らう者にもなりかねない。神の御業、その栄光こそが人々を救い出す恵みの力そのもの。信仰者の要である。
 
 
第二コリント　4:7
　この一節は信仰を生きる上では、とても大切な理解だ。愚かにも思い上がるのでない限り、自分が土の器に過ぎないことを私たちは知っている（土の器とは、粘土質の土を造形して乾燥させただけのもので、すぐに完成するが簡単に壊れ、ただの土に戻ってしまう。また造ればいいや、というようなもの）。でも、中にあるのは神の豊かな恵み。自分たちの至らなさを知るからこそ、決して自分の力で人々に恵みをなどとは、冗談でも思わない。それでもなお胸を張って福音はすごいよと言えるのは、中にある宝は本物だから。この両面の確信こそが、私たち自身にも、そして他の人々にも、真の幸いをもたらすものとなる。でも、しばしばこれがどちらも逆転して、自分を誇り、あるいは宝を見失う。それではどうにかなるはずもない。よくよく真の姿を確かめ続けたいものだ。
 
 
第二コリント　4:8-15
　土の器に真の宝と確信すれば、様々な問題に直面しても絶望はしない。自分自身はどうにもならなくても、それでもこの福音の幸いは疑わない。真に良きものを人々に紹介するためにも必要な土台だが、それ以上に自分自身についての幸いでもあろう。そう、私たちは多くの問題を抱えているだろうが、それでもなお神の祝福を信じ続けられるのは、自分がちゃんとやっているからではなくて、どうにもならないものをそれでも救い出してくださる神の確かさがあると知っているからこそ。その確信があれば、限界を感ずることの多い私たちであっても、決してくじけずに、またしっかりと生きることにも挑戦し続けられるだろうに。
 
 
第二コリント　4:12-14
　ここでキリストの復活に言及されているのは大きなことだ。十字架でキリストは確かに死なれた。でも、神はその死を打ち破られた。神の与えるいのちは、死すらも越える。だとしたら、苦闘し、しばしば倒れ伏し、自らの限界に涙することも多い私たちであっても、神はそんな私たちをも生かし、立ち上がらせ、何度でも復活させてくださるに違いない。この信仰は復活に基づいて生きる姿を指し示すものだ。もう終わり、限界、それは間違いなく私たちの率直な自己診断だけれど、神は言われる。いや違う、まだだ、まだ終わっていない、私は終わらせはしない、と。神を信じ、信頼し、従い歩む者は、神が約束しておられる希望を、固く握りしめる。
 
 
第二コリント　4:16-18
　勇気を失わない。神がおられるから、神の力こそが働いているから、私たちが生きていること、そして歩み進んでいくことは神の御心であり、御業であるから。だから、どれほど私たちに限界があっても、諸問題が私たちの力量をはるかに超えるものであったとしても、それでもなお勇気を失わない。むろん、私たちの意図するままに事が進むとは限らない。私たちの計画は崩れることもあるだろう。当たり前でもある。でも、神のなさろうとすることについては、決して。見えるもの、つまり私たち自身ではなくて、見えないもの、つまり神にこそ寄り頼む者であることに、確かな幸いはある。
 
 
第二コリント　5:1-4
　地上の幕屋というのは、この体、今の肉体のことだ。先からの続きで言えば、日々の中での限界も含めての話であろうが、わかりやすく言えば、この体にはいずれ限界が来て、寿命を迎えることを念頭に語られていく。そう、限りがある。でも、もっと良い状態が待っている、用意されているのだ。その良さを知るからこそ、今の姿に執着せず、堂々と先に向かうこともできるのだと語られている。そういう希望と安心があればこそ、不安に追い回されるのでないからこそ、今を生きる上でも私たちは、しっかり立ち、顔をまっすぐに上げて歩けるだろう。天に希望を抱いていることは、生きるための大きな要なのだ。
 
 
第二コリント　5:5
　短く一言添えてあるこの一文は、なかなかに重たい。もしもその天に至る希望が、私たち自身の功績次第で決まるものだとしたら、相変わらず私たちは不安の中に居続けることになる。合格発表の前夜の心境である。多くの人は、物事が手につかず、結果がどうであれ早くその瞬間が来てほしいと願うだろう。これでは堂々とは生きられない。でも、事は神ご自身がしてくださったのだと告げられている。だからこそ安堵する。確信する。決して迷いはしない。必ずと言える。ここはなんとしても見失うわけにはいかないことなのだ。
 
 
第二コリント　5:5
　この一文の後半についてもう一言。コリント教会はいわゆる神秘的体験を重視する傾向があった。一方で、そういう体験には否定的な理解も多々ある。だが、この一節からすると、もともとの意義が違う。聖霊を実感するのは、何か高度な信仰を歩むためではなく、その有無でレベルの差が生ずるのでもなく、人が神の約束の真実を確信するためのものだと。実際、使徒の働きにおいて聖霊の臨在が顕著に示されるのは、人々が迷い、神の御心は何かと戸惑っている時だった。だから、そういう体験を通して確信するのもよし、他の方法で確信するならばこの類の体験はなくてもよし。聖霊の臨在と御業そのものは、私たちが実感しようがしまいが、ちゃんと存在しているのだからして。実感できないと認めないなんてことになったら、これこそ神への冒涜である。
 
 
第二コリント　5:6-10
　心強い理由は、神が共にいて下さるからだ。神の臨在は、今の世に生きている時よりも、主のみもとにいるほうが実感しやすい。だから、そちらの方が良いのだけれど、でもそれはあくまでも私たちの実感の問題。主の約束ははっきりしていて、私たちが実感しようがしまいが、間違いなく主は共にいてくださる。だから、どちらであっても同じように心強い。そのことを確信し続けるためにも、やがての時に神と直接向き合える幸いは、とても大事なこととして握りしめている必要がある。
 
 
第二コリント　5:9-10
　この言葉だけを取り出すなら、最後の審判でどんな判定が下るか戦々恐々としつつ生きる姿が思い浮かんでしまうだろう。でも、だとすればこの肉体を離れた先は不安で一杯となり、楽しみにしているなどとは言えるはずもない。あるいは、後の状態は幸いだと保証されているからというので自堕落な生活になってしまうことを戒めるための言葉だとするなら、「そういうわけで」とつなぐのが不自然だ。これはむしろ、後の日々を楽しみにするからこそ、決して今の時をも否定的に見たりせず、喜び楽しみつつしっかり生きるつもりだという決意表明と受け止めるのが良さそうだ。10節も叱られるのを恐れるのではなく、そんなふうに生きる自分たちを神は心から喜んで賞賛してくださるのだから、という趣旨と言える。ピリピ1:21-.の理念と同じだ。
 
 
第二コリント　5:11-15
　パウロは自分に対する攻撃に、真っ向から反論する。見方によってはこれは傲慢と受け取られるかもしれない。批判されても堪え忍んでいる方が好感を持ってもらえるだろう。でもパウロは反論する。それは自分を守るためではなく、真実が明らかになることによってこそ主の恵みが相手に届くと確信するからだ。ここで曖昧にしてしまったら、その相手は感情的には納得するだろうが、しかし主にある幸いは知らずに終わってしまう。だとしたら、少々熱がこもりすぎるほどであっても、彼は断固として語るのだ。その相手を大切に思うからこそ、切にいとおしく思うからこそ。彼の情熱は誤解されることが多かったけれど、彼はこのような点でごまかすつもりはなかったのである。考えさせられる姿だ。
 
 
第二コリント　5:16-19
　17節が有名だが、一連の話の中で考えるならばこうだ。混乱し続けている人間たちのために、すべてを打破するような救いの業をキリストは実現してくださった。そこにこれまでの様々な限界を超えた祝福が用意されたのでから、私たちとしてはぜひにも、この新たな希望をこそ手にしていきたいと、そういうことである。ひっくり返すなら、人が思い描いてきていることは、真の祝福とはほど遠い、むしろ妨げになるようなものが多くて、それなのに自分たちではうまくやっているつもり、ということになるだろうか。パウロはよく「肉」という言葉を使う。この世は神が創造されたものだから、この世や物質が悪いわけではない。でもそこに生きる私たちは、御心とは異質すぎる価値観で、しかもよかれと思いこんでやっていることがあまりにも多いのだと、まずは目を覚まされていきたい。
 
 
第二コリント　5:17-19
　神が人のために用意してくださった道筋は、神と和解する道である。聖書に慣れ親しんでいると、あっさり聞き流しそうだけれど、世間的常識からすれば、これはとんでもない話だ。神に逆らい続けてきた者たちが、神と再び結びつけられていこうとする。しかも、私たちに責任を取らせた上ではなくて、神の一方的な恵みとして、である。こんなこと、この世界にはあり得ない。責任ある方が責任を取るというのが正義である。そうでもしなければ世の中崩れてしまうと私たちは考えている。その理解は正しいのかもしれない。ただ、神は違う道を進まれているというのが、真剣に物事を考える人ほどに驚く事柄だ。犠牲を払ってあげることによる助け。驚くべき話ではないか。まさにすべては新たな局面に到達したのだ。
 
 
第二コリント　5:17
　この新しく、という点。私たちがこの信仰を生き、あるいは神の教えに心を傾けていこうとする際には、非常に大きな観点であろうと思う。なぜ神は人間に、それまで思いもよらなかったようなことを語り、教え、求めるのか。敵を愛することとか、7を70倍するほどに赦すこととか。そんなことはあり得ないと、人の常識は語るのだけれど、でも、ここに神が全く新しいことを始めて下さって、その恵みが私たちに届いているのなら、それなら、私たちの内にも新しいこと、今まではあり得なかったことが始まり得るのだと言える。これは非常に大きい。
 
 
第二コリント　5:20-21
　神が懇願なさっているのだと語られている。私はこの言葉を読むたびに、すがりつく、という表現を思い出す。去って行こうとする者の足にすがりついて、というあれだ。神の姿にそんな言葉を思うのは不遜にも思えるのだが、でもご自身が「懇願」と語っておられる。それは神が人をどれほどいとおしんでおられるのかを、強く物語る言葉だろう。だからこそパウロたちも必死で語る。「神の和解を受け入れよ」と。伝道とは神の懇願なのだと、改めてそう痛感する。
 
 
第二コリント　5:21
　神の懇願がどのようなものかは、この21節にしっかり語られている。ただ願っているだけではない。まして願望というのでもない。神は人間たちとの関係を取り戻すために、ご自分が犠牲を払われたのだ。その方法が、「罪を知らない方を罪とする」。つまり身代わりであり、代償である。それ以外には方法がないという神ご自身の確信であり、だからこそ道はご自分で開いてくださる。何か良いものを手に入れるために人が努力し犠牲を払うのはこの世の常識だ。でも神の呼びかけは全く異質であり、それゆえにこそ大きな力があるのだと、聖書は明言している。
 
 
第二コリント　6:1-2
　今、という言葉には、力強い響きを覚えさせられる。キューピーの伝説のような、機会は一度しかない、という話ではない。むしろ、主はずっとあなたの目の前で待ち続けている、という意味合いで受け止めた方がいいだろう。それは神の切なる思いの表れで、懇願という言葉にも込められていたように、何としても失いたくないという激しいばかりの思いが表されている。だから、キリストの使節であるパウロは、人々に強く訴えている。神の和解を受け入れよ、と。改めて、この手紙がコリントのクリスチャン向けに書かれていることを思い出したい。神の民とされつつも、なお私たちは神と摩擦を生じさせつつある。神は待ちわびてくださるのだから、いつも立ち返るべきなのだ。
 
 
第二コリント　6:3-10
　ここにある一つ一つの言葉には、パウロの経験してきた事柄が深く刻み込まれていると言うべきだろうが、それらを事細かに分析しても仕方がないし、計り知ることはできないだろう。ただ彼が「キリストの使節」としての役割についてどれほど深く思いを傾けているかは、ひしひしと感じることができる。そして彼が伝えようとしている「神の和解」がどれほど確かなもの、価値あるものであるのかも。これは何もパウロのような生き方をしている人によってのみ映し出されるものではない。神の備えてくださった祝福を喜びつつ生きるなら、そのありのままの姿がそのまま、確かな呼びかけであるはずだ。
 
 
第二コリント　6:11-13
　ある程度の関係回復があったとは言え、やはりまだパウロたちとコリント教会との間には溝が存在しているようだ。パウロは自分の思いをしっかりと語り示すことによって、コリントの人々が神ご自身との真の和解を手にしていくようにと、切に願っている。残念ながら、人とのぶつかり合いが神とのつながりに影響を及ぼすことは多々あるのだが、これほどもったいないことはない。自分の幸いのためにも、神と向き合うことへと踏み出すべきだし、周りとしては、決して邪魔せず、あるいはそういう誤解を解消すべく取り組むべきだろう。神の祝福が届くためにこそ。
 
 
第二コリント　6:14-18
　この言及がこの箇所でどうして出てきたのか、ちょっと疑問だ。第二コリントではここまでその話題は出てきていないし、第一コリントにも見られない。あるのは間違いに陥り距離を置いた方が良い信者との関わりのことと、遊女との関わりの話だけで、こことは別の話だ。おそらくコリント教会の人たちは、世の人々の価値観に影響されてしまっていたのだろう。教会のあり方や考え方、物事への対応なども、そういう理念に左右されて、主の教えとは食い違うものに感化されていたのだと思われる。そのためにパウロたちとも健全な関わりができなくなっていた。聖書の他の箇所にも、グノーシス的な傾向に影響されていくことへの懸念が見て取れる。信仰のこと、教会のことは、主に価値観に基づいてこそ、である。むろんそれは世の声を無視して独善的な世界に埋没することではなく、むしろ積極的に主の価値観を表明していくし、人々にも理解してもらえるはずという確信と行動が前提だが。現代で言えば、世の価値観は利益・成果主義であり、割に合わないことはやめた方が良い、というものだが、主の業はむしろ、必要なことのためには自らが犠牲を払う、であり、もし世の価値観に影響されたら教会の歩みは破綻するだろう。それでパウロは、どこに立つのかと問いかけているのだ。
 
 
第二コリント　6:14
　ここにあるくびきとは二頭の家畜を一緒に仕事をさせるために使うものなので、その趣旨から言えば、信者でない者と一緒に仕事をすることへの警告であり、よく言われるような結婚に関する教えとするのは、かなりの読み込みと言うべきだろう。当てはめられないことはないが、その論をここから語るためには、まずは職場で分離してから、という話になってしまう。信仰を異にする者同士の結婚については別の論理で語るべきだ。ここは昨日も書いたように、信仰とは別のところに生きている人々の論理・価値観によって、信仰の歩みが感化されてしまってはいけないという話である。生ける神の宮の所作や運営を、ゼウス神殿の理念で進めるなどありえない、ようにである。
 
 
第二コリント　7:1
　というように読んでくると、7:1の趣旨も明らかになる。つまり、いわゆる悪行を根絶するという話ではなくて、何に基づいて生きるのかということが問いかけられているのだ。残念ながら私たちは、罪から来る様々な間違った行いと思いから、完全には脱却できない。ローマ7章でも語られている。でも、自分たちがどこに生きるのか、その基軸を神に置くのか、それとも世の考え方に置くのかは、決意を持って選び取ることができる。失敗はするだろうが、それでもどうありたいと考えるのかの軸は見いだすことができる。これは大事なことで、どうしようもない罪深い者たちが、だからもうだめなのか、それともなお神の恵みを求め続けうるのか、これも軸がどこかによって決定的に違ってくるのであるから。
 
 
第二コリント　7:2-4
　こういう言葉が出てきているのは、不正を行ったと攻撃されていたからではなくて、パウロたちの真意を悟ってもらうための布石とでも言えるものだ。つまり、決してあなたがたへの悪意など持っていない私たちなのだからこそ、時に厳しい言葉を語るとしても、その真意はコリントの人々を攻撃するためにではなく、その幸いを切に望むからなのだという、そういう意図を伝えようというものだ。幸いを願うからこそ、という真意が伝わってこそ、良きものは生み出され得る。そういう信頼の形成はとても大事なことである。
 
 
第二コリント　7:5-7
　誰かが神の前をしっかり歩んでいる姿を目の当たりにするのは、とても豊かな幸いだ。立派な取り組みではなくてもいい。遅々として進まない苦闘であっても、そこに神を信頼する心が見え隠れさえしていれば。気落ちしている時にも、もう一度立ち上がろうという勇気を見いだすことができる。反対に、誰かが信仰を投げ出してしまっている姿は、周りの人たちの心から元気を奪い去り、悲嘆をもたらす。どちらの効力も絶大だ。コリント教会はたくさんの問題があったけれど、それでもパウロの「涙の手紙」によって変化の兆しが見え始めた。何とか、そういうふうであるようにと、互いのために切に祈りたいものだ。
 
 
第二コリント　7:8-13
　神の御心に沿って悲しむのと、世の悲しみとの違いは、そこに赦しと助けがあるかどうか、だ。神の叱責は厳しいし、ごまかしもない。けれどもそれは、人々を悔い改めを呼びかけ、再び主の前に立つ者となることを願うからのものだ。その呼びかけに応じない人々もいる。だが、彼らは悲しんだりはせず、神など何ほどのものかと笑い、あるいは無視しておしまい、であろう。あのニネベの町をすら赦して受け入れ、惜しんでおられた神なのだ。残念ながら人は罪と課題から完全に離れることはできないでいる。だとしたらなおさら、こういう悲しみは欠くことのできないものだろう。
 
 
第二コリント　7:11-13
　パウロの激しい叱責は、第一コリント5章に出てくる、世の中でも滅多に見ないほどの不品行、のことかもしれない。聖書の言葉自体からは限定できないが。コリント教会はその自体を放置していたのだが、神にある悲しみを覚えたがゆえに、決意を持って対処したようだ。それが単に正義を実行しているぞという高揚感ではなく、むしろ悲しみを抱えつつであったこともまた、神の前にはふさわしい姿と言える。それはコリント教会が神の前に戻ってくる大きな節目になっていた。だからこそパウロは慰めを受けたと語っている。
 
 
第二コリント　7:13-16
　テトスがコリントにおいて良き時を持ち得たことを喜んでいる。もちろん、歓待を受けたとかそういうことではなくて、コリントの人々の信仰姿勢に触れたことを指す。また、パウロとの確執があったにも関わらず、大事な信仰の仲間としてしっかり受け止められたことも含まれているようだ。このように、ある人々の信仰の姿は、他の人々にも大きな幸いをもたらすものとなる。他の人は関係ない、などということはありえないのだ。こいう幸い・喜びがもっと広がることをと願う。
 
 
第二コリント　8:1-5
　献金に関する教えはいつの時代にも扱いにくく、一歩間違うと単なる守銭奴に化してしまう危険がある。でも同時に、このことは人々が良き人生を歩むためには大事な基軸の一つでもあり（狭い意味での信仰に関することでもなく、生活全体に関わる）、だとすれば、人々のことを思えば思うほどに、適切に語るべきものではあるのだ。8-9章に出てくる事柄は献金に関する基本姿勢として大事なことがいくつも出てくるので、念入りに読んでいただきたいと思う。
 
 
第二コリント　8:1-5
　まずパウロは、マケドニヤ諸教会の献金に関する姿を参照すべき姿として取り上げている。一般には献金に関することは他者との比較はあまり望ましくないのだが、それほどにマケドニヤの人々の姿は意義あるものだったということだ。それらの教会は決して大きくはなく、コリントなどよりもはるかに弱かったのだが、でも彼らは捧げていくことに大きな喜びを覚えていた。それはちょうど、貧しさの中でも互いに支え合い、励まし合って暮らす仲の良い家族のようなものだ。むろん豊かになるのがいい。でも、どれほど苦しくても、だから兄弟を邪魔者扱いしたり、粗末に扱うようなことはできない。日本でも少し前まではそういう意識が当然であったように思うが、もし信仰者が自分のことで精一杯だからと他者を顧みなくなってしまうとしたら、これほど悲しいことはない。
 
 
第二コリント　8:6-12
　マケドニヤのことを引き合いに出したけれど、他がやっているから、ということではないのだと告げられている。献金について呼びかけているのは、コリント教会自身がこのことを思い立ち、自らの願いとして始めていたことであったから、その意気込みを適当なところで投げ出して欲しくない、そう願うからこそなのだと告げられている。献金に限らず、誰かに信仰に基づく歩みを呼びかける際、この姿勢は大切だ。結果として生み出されてくる良きものも大切だけれど、それ以上に、その人々自身が神の前に良き歩みをしていくことができる、そう切望するからこその求め。キリストが貧しい未亡人の献金を称賛されたのも、献金されたものの意義よりも、彼女自身の信仰姿勢の意義に注目されたからだったことを思い出す。
 
 
第二コリント　8:9
　この表現はちょっとわかりにくいようにも思うが（聖書は全ての時代の全ての文化の中にいる人に分かりやすいかどうかで書かれているわけではない）、告げられていることは聖書に繰り返し出てくる内容ではある。つまり、私たちが神のために何かをしようとするのは、まず神ご自身が（キリストが）私たちのためにとても大きな、最も大切なことをしてくださったから。それもご自身の過酷なまでの犠牲のゆえに。そうやって与えられたからこそ私たちは命を持ち、豊かな祝福を手にした。だとすれば、私たちもまた、与えられたものを生かして主の御心を行う者の一人でありたい。この基本姿勢は常に確かめられるべきものだろう。
 
 
第二コリント　8:11-12
　持っている物で、という指摘は献金の基本として大切なことだ。私たちは、神から与えられたものによってこそ、良き業を行うことができる。まず神が与えてくださって、なのだ。与えられていないもので神に仕えることはできない。神のために貢献して、それで祝福を手に入れようという論理なら、持っていないもので仕えるという話も出てくるだろうし、時には悪い手段で手にしたものを使おうとしたり、借金をして捧げるとか、そういうふうにもなりかねない（実際にそういう宗教もある）。でも聖書の教えは常に、まず神が与えてくださって、その上で、受けたものを用いてなのだ。その際、受けたもののすべてを、であるはずはない。神は私たちが喜びをもって生きるために与えてくださっているのだから、そういう神の願いを無視して自らが枯渇してしまうようでは、神の意志に反する。
 
 
第二コリント　8:13-15
　この地上で主の業を進めていくためには財政は必要だ。モーセが幕屋を作った時もたくさんの材料が必要だった。でもその必要は、多くの人がそれぞれになしていく献金の結果として満たされるものだ。人によってなしえることには違いがあるはずで、だからいわゆる割り当てではなく、ノルマなどもってのほかで、しかし、このことが神の祝福のなかで成し遂げられていくのだと信ずるのであれば、それぞれがそれぞれになすことの結果として、十分に満たされ得るということだと、そう信じて進んでいくことになるはずだ。広く一般的な意味では献金の呼びかけは大事であるが、個々人に対しての呼びかけは、よほどの慎重さがないと趣旨を崩してしまう危険も伴うだろう。そんなことはしなくても、主の導きを皆が信じているならば、大丈夫、ふさわしい程度に満たされていくのだと、そのように信じる。
 
 
第二コリント　8:14
　この言葉の意味は昨日書いた通りだが、少し広い意味で受け止めるなら、経済的なことだけでなく、人にはそれぞれに神から与えられているものがあって、確かにある人は献金かもしれないが、奉仕することかもしれないし、他の人のために祈ることかもしれないし、あるいは、そこにいて喜びを回りの人々に広げていることかもしれないし、人はそれぞれに違い、良さも足りなさも違うのであって、そういう様々な人が共にいて、共に歩む中で、互いに補い合い、祝し合い、そして主の良き御業は進められていくのである。そう信じて、私たちは共に歩んでいこうとするのだ。
 
 
第二コリント　8:16-24
　コリント教会からの献金を受け取るためにテトスたちを派遣するのでよろしく、という紹介の部分だが、テトスやもう一人に関する称賛の言葉は、つまり、20節にあるように献金の扱いについては慎重かつ誠実を大切にしていることを示すものだ。献金は、よくよく慎重な扱いがなされていることを、ちゃんと開示しているのが望ましい。それは信頼していない、という話ではなくて、献金というものをとても大切なもの、何よりも人々の信仰の姿であることを深く感じ入るものであることを、明確にしていくために欠かせないことだ。現代日本の教会では、まず例外なく詳細な会計報告がなされているが、これはとても良いことである。
 
 
第二コリント　9:1-5
　この言い方からすると、コリント教会との衝突があったことで、予定されていた献金が宙に浮いていたのかもしれない。今、パウロとの関係も修復されたので、改めてよろしく、ということである。ここでマケドニヤのことが引き合いに出されているのは、場合によってはちょっと嫌らしい感じにもなってしまうのだけれど（献金は本来他者と比べるものではない）、ここではすでにパウロとコリント教会の関係が良好になっているので、こんな言い方もむしろ温かいものとなり得ていたのではないか。聖書は辞書や教科書ではなく（だとしたら決して誤解されないような表現を厳密に選択する必要があるが）、その時々の状況に即した物言いになっているので、こういう表現もよく出てくる。
 
 
第二コリント　9:6-12
　義務だからとか、命令されたから、要求されたから、仕方なく、多くの場合、人は何かを出すことについてそういう感覚を抱きやすい。そして少しでも安いのが良い、となる。でも、そうではない部類のものもあることを思い出したい。すばらしいコンサートや演劇など、値段はそれなりに高いかもしれないが、でもその費用をいやいや出す人はいないだろう。安ければいいとは言わないだろう。むしろ喜んで、感激したからこそ、そのコンサートに参加できたことを喜びとして。役者などの後援会はどうか。その活躍を期待して、見返りよりももっと多く出そうとする。献金は神の恵みに対する応答だから、本来それは代金ではなく、まさにこういう類のものの一つのはず。もしこれが代金として意識されているのだとしたら、その時点ですでに何かがおかしい。本人も、あるいは教会としても。
 
 
第二コリント　9:7
　昨日の続き。日本の税金に関する制度について、宗教法人相手の講演でこんな話を聞いたことがある。例えば神社で絵はがきを売る。一般に売っているのと同じ金額だったら、これは収益事業だから税金がかかる。でも一般の数倍だったら、それは代金ではなくてむしろ献金の類だと理解できるので非課税。「皆さんは通常の代金などとは全く別次元のものを信者の方々に提供しているのだという自覚を持ってください」との弁であった。まあ、様々な宗教法人の中にはそういう趣旨を悪用する輩もあるが、本来としては、神の前での信仰とは、まさにそういう別次元の大切なものを差し出しているのだという自覚が必要だ。そう「いやいやながら」などとは別の部類のもののはず。教会側としても、一人一人の信仰者がそれぞれの神の前に真剣に祈りつつ捧げたものによって、必要は十分に満たされ得るのだという信仰を持って歩み進んでいきたいものだ。
 
 
第二コリント　9:8
　献金に関して大事なことは、それもまた神が与えてくださっている力のゆえであるという理解だ。自分が神のために貢献しているのではなく、良き業もまた神が備えてくださり、行わせてくださっている。献金に限らず、私たちの歩みの一つ一つが、そういう土台に立っていることを、ちゃんと意識しておきたいと思う。そうすればきっと、何がどうなるにしても、皆の間に喜びと満足が培われていくだろう。
 
 
第二コリント　9:12
　パウロが各地で集めていた献金は、困窮の中にあったユダヤの教会を支える目的の場合が多かったようだ。そういった具体的な必要があったからこそ、パウロはコリントの人々にもその責務を強く訴えている。人は互いに支え合ってこそ、神はそのように造られたのだからだ。と同時に、単に必要があるからというだけではなく、あるいはそのような具体的必要は見えていなかったとしても、献金は常に神に対するものであり、神から与えられているからこそ、そのことを自覚する信仰に基づくものでもある。何のために、ということが混乱すると、献金はよどんでしまうだろう。
 
 
第二コリント　9:13-15
　献金の基本的性格として、それは他の人に明かされるものではなく、あくまでも自分と神との間でなされるもの、ということがある。だが、献金についての姿勢が生き生きとしたものであるとき、その姿は他の人の信仰にとって良い影響をもたらすものでもあると語られている。そう言えばイエスご自身も、貧しいやもめの献金に注目して弟子たちに教えておられた。決して自らひけらかすべきではないし、献金の額でどうこう評価すべきではない。だが、他の人を支えようとする姿によって、誰かが心に勇気を抱き、神に前に生きることの幸いを見出すこともあるのだ。誰かの信仰を励ますことができるとしたら、これは実に幸いなことである。
 
 
第二コリント　10:1-18
　話題が変わり、ここからしばらく、パウロに対する否定的な見方への反論が語られていく。コリント教会は当初の混乱は解消しつつあったが、まだパウロとの行き違いも多く、それが彼らの信仰を滞らせていたようだ。自らを誇るのは愚かなことで、たとえ誤解されようとも甘んじて、でも良いのだが、その相手に神の真実を伝えようとするのが妨げられる場合には、何の益にもならない誤解を断固として突破する覚悟も必要となる。パウロはかなり強い口調で語っているが、そこに込められた切なる思いを見ていこう。明日からは少しずつ、その中身をたどることにする。
 
 
第二コリント　10:1-2
　パウロの手紙が時に火を噴くようであることは、今の私たちにもよくわかる。けれど、実際の彼は、どうやらもっと静かで穏やかであるらしい。その落差に人々は、内弁慶ならぬ、手紙弁慶であるように噂していたようだ。むろんそこには彼の性格も関係しているだろう。でもパウロ自身の思いとしては、直接会った時まで激しく語ったら、相手がつぶれてしまうという配慮も込めているつもりであったようだ。確かに手紙のほうが直接性は軽減されるし、何度も読み返すこともできるし、途中で読むのを中断することも可能で、相手の真意をじっくりとかみしめることはできる。今日、コミュニケーションにおいては素早さが最優先されるが、方法は何であれ、相手のためという意識を持って取り組むことは決して忘れてはいけないはずだ。
 
 
第二コリント　10:3-6
　このとてつもなく強力な武器とは何か。この世に見られる部類の力ではなく、しかし、あらゆる抵抗を打ち破ることのできる圧倒的なエネルギーを持つもの。第一コリント2章で、パウロはそのことをすでにコリント教会に対して告げている。そう、それはキリストの贖いによって救いが用意されているという神の約束。腕力で相手をねじ伏せるのでなく、言葉巧みに説得するのでもなく、愚直なまでに神の約束を語り続けていくこと。その約束こそが人の心を揺さぶり、変えていく。もしかすると、動かされた本人は気づいていないかもしれない。でも、神を強く否定していた人々が、御言葉に触れていくことによって確かに変えられていく姿を、私も何度も見せられている。この期待と確信がなければ、誰かに神を紹介することなど、できるはずもない。何しろこれは、人の業、肉によっては動かないのだから。
 
 
第二コリント　10:7-12
　誰かと比較して自分を考えるのはよくあることだ。私たちは一人で生きているのではなく、他の人との関わりの中に置かれているのだから、そういう対比が生ずるのは自然でもある。お互いを見るというのは人間関係の基本であり、神の賜物の一つとも言える。だが、人はせっかくの良き機会を悪化させる傾向が強い。比較して自己満足に浸り、他者をけなして優越感を抱く。あるいは自己嫌悪となり、どうせだめだとあきらめ顔になり、神から与えられた人生そのものを放棄してしまう。人は誰でも神によって立てられ、神の前に立たされている。その謙遜さと、そしてまた喜びを大切にしたい。
 
 
第二コリント　10:13-18
　15節はローマ15:20にも見られる理念だが、時折、自分がゼロから立てあげたのだということを強調する人がいるけれど、そういう自負心とパウロの言っていることとは別の話だ。神にある物事は本来、継承されてこそ価値があり、その場限り、一代限りで廃れてしまうようなものではどうにもならない。そのためには後を継ぐ者が重要で、パウロもむろん自らの働きを次に託すことを重視していた。だとすれば、ゼロから始めたかどうかは大きな問題ではなく、たまたまその人がそのように導かれただけ、そういう役割を果たしたということのはず。ここでパウロがあえて誇って見せているのも、コリントからの激しい批判に真っ向から対決し、神のもとに価値あることは何かをちゃんと指し示すための方策である。
 
 
第二コリント　11:1-3
　引き続き、コリント教会との衝突について語られているのだが、ここにはパウロの深い本音が見えている。確かに対立していて、時にひどいことも言われ、パウロも厳しく語り。でも彼がコリント教会に関わり続ける動機、その源にあるのは、彼らを何とかして守り支え、神の前に胸張って立って欲しいからだ。仲良く一緒に遊べるような関係は何より楽しい。だが、激しくぶつかってでも語るべきことがあるなら、その相手のためにどうしても必要なことであるなら、その相手を大事に思うからこそ、決して遠慮せず、ごまかさずにぶつかっていく。その姿はまさに「愛している」ことを指し示す。パウロのコリント教会への思いである。
 
 
第二コリント　11:4
　心配していると言いつつも、この節によればコリント教会が信仰の真理を堅持したことを評価しているわけで、基本的な信頼を抱いた上での様々な苦言であることがうかがい知れる。それにしても、福音そのものをねじ曲げようとする動きに対して断固として立ち続けられることは、何よりの安堵だ。その他の様々な過ちがどうでもいいわけではないが、ここが保たれているならきっと回復できる。だが、キリスト教全体の中で、様々に誠実で、あるいは道徳的で、しかしこの点が曖昧化する場合が少なくないことは、深く危惧せずにはいられない。
 
 
第二コリント　11:5-6
　自分を偉そうに言いたいのではない。これは4節にある福音を堅く保ち続けることと関係がある。人としての資質は劣っていても、語り伝え方がどんなにつたなかったとしても、その中身、伝えた福音そのものだけは、間違いなくきちんと届けているということは、コリント教会のためにどうしても必要なことで、また曖昧には済ませられないことなのだ。パウロは自分のためではなく、彼を通して福音を知った人々のためにも、この点だけは断固として言う。信仰者一人一人がそうありたい、そこにこそこだわる者でありたいと、そう願う。
 
 
第二コリント 11:7-9
 報酬を受けなかったことを「自分を低くした」と表現しているように、これは本来、パウロの考える正常なあり方ではなかったのだが、コリント教会の状況を鑑みると他に方法がなかったのだ。あいにくそれは功を奏さず、混乱は収まらなかったが、パウロとしてはこれ以上の破綻を防ぐためにも、意図をしっかり伝えることにした。パウロの行動は必ずしも良い結果につながってはいないが、この誠実さは大事なことで、また必要だ。
 
 
第二コリント 11:11-15
 パウロが強引とも言える行動を取るのはなぜか。コリントの人々を守るためだ。パウロ自身があれこれ言われるだけなら、甘受もする。でもそれは、コリントの人々を真理から遠ざけることにつながる。それは決して容認できない。この人々を失うなど。だからこそ面と向かうと「大人しい」(？10:1)彼が、一歩も引かぬと、自己弁護を語る。その真意を私たちは受け止めたい。自分たちが道を誤らないためにも。また愚かな強情にならないためにも。
 
 
第二コリント　11:13-14
　この記述は、よくよく心に留めておく必要がある。悪いものは、自分は悪者だぞ、というふうにして姿を見せるわけではない。それなら、すぐに分かるし警戒もする。そうではなく、とても良さそうに、輝いて見えるようにしてやってくる。それで多くの人は惑わされる。そうならないためには、見た目の良さそう、ではなくて、その真実、つまり、神の御心に真に沿うものかどうかを多角的に見極めることが必要だ。この意味合いでの英知を鍛えることは、信仰を生きる上でも非常に有意義である。
 
 
第二コリント　11:16-21
　こういうやり方が行儀の良いものかどうかはなはだ疑問だろうが（パウロも大いに自覚しているようだ）、あまりにも頑迷な相手の目を覚まさせるためには、こうでもしなければということだ。それだけ事態は悪化しており、その悪影響が相手自身にも、また関係する人々にも深刻であることが懸念されていたからだ。むろんパウロは嘘偽りを言ったりはしていない。淡々と事実を並べつつ、人々の目が覚まされることを願っている。この真剣さに心を打たれずにはおられない。
 
 
第二コリント　11:22-33
　時として、一杯苦しみ、大変なところをたどったという経験がその人を評価に導いたり、正当化させることがある。でも本来これは愚かなことだ。苦闘しようがしまいが、それはたまたま出会う状況次第であって、本人自身の資質の問題ではない。真実を語るがゆえに苦しむ者もあるが、間違ったことをしているので苦難に陥る人もある。神に守られて平穏無事な人もあるが、真実を投げ捨てて逃げたがゆえに安穏としていられる場合もある。状態ではなくて、その中身こそ見てほしいと呼びかけられるかどうか、そこに真価を見極める鍵を見ることもできそうだ。パウロはだからこそ、こうやって語りつつそれを「愚か」と言っている。
 
 
第二コリント　11:28
　それにしても、外からの攻撃が厳しく大変であるのに、内側での課題がパウロの心を痛めているのはつらいことだ。パウロへの反発というだけでなく、人々が抱える多くの課題というものは、パウロのような立場の人々、つまりは信者たちの祝福を深く思う人々にとって何より心のエネルギーを費やすものであろう。そして、この厳しさはこの世にある限り人々が抱え続けるものだから、ある種、覚悟して取り組むしかない。羊飼いは羊の世話に苦闘する。あたりまえでもあるけれど、その重さを知り、かつ、決意して背負い続けるのでなければ、働き人にはなり得まい。牧師を初め、魂に関わることに取り組もうとする者たちは、その覚悟が必要だ。
 
 
第二コリント　12:1-5
　どこかの誰かの話、という口ぶりだけれど、これがパウロ自身の体験であろうということは、学者たちの一致した見解のようだ。しかし彼はこれを自らの体験とは認めようとせず、決してひけらかさない。とてもすばらしいことではあったようなのだが、でも、それを体験できた自分を何か特別のようには言わない。体験の中身についても、素敵なことだったみたい、というところまでしかわからない。よほど奥の深いところを見たのだろうと想像できるが、何も語られていない。これがパウロの示す、良き体験をした人の態度だ。世の中には神秘的体験をした人が、自分は他の人よりも一段上、というような態度を示すことが多いのだが、聖書からすればその姿勢は間違いだ。もっと単純に自らとしては喜び、そしてまた他の人の別の体験（神秘的ではなくても）を心から幸いと思う。それで良いのだ。
 
 
第二コリント　12:2-4
　パウロがどんな体験をしたのか、ここに書かれているだけではよく分からない。いわゆる天国、神の国を見たのか、第三の天と呼ばれるような次元の世界があるということなのか、もともとパウロはそのような情報を人々に提供する意図がないので、理解できるはずもないが。聖書には時々こういう箇所がある。そのような場合は聖書が意図するところを踏み越えて探索するのは控えた方がいい。意図されていないことを憶測すると、とんでもない誤解に陥る可能性は高くなるのだから。今のこの世界を越えたところにある状況については、私たちには明確な知識は必要がないと、神はそのように考えておられるのだ。
 
 
第二コリント　12:6-7
　パウロは自分が背負っているつらい事柄について、すばらしい体験を与えられているからこそ、それでおごり高ぶらないようにとの神からの戒めであると語っている。もっとも、病気その他のつらい状況にあるとき、それをすぐさま神からの戒めと受け止める必要はない。聖書全体はそのような考え方には否定的だ。素敵な体験をし、日々も順調で、であることを望むのは当然であり、それでいい。パウロの他の人についてなら、そのように順風満帆であることを喜んだだろう。ただ、彼自身の思いとして、むしろ積極的な意味合いで、戒めとして受け止めているのだ。この違いは注意深く見ておいた方がいい。
 
 
第二コリント　12:7
　サタンの使い、という言い方がされている。文脈からすればこの事態は神ご自身の支配されていることであり、神の意図によるものだ。それなのにサタンが引き合いに出されている。神がサタンをすら用いて、というふうにも読めるけれど、もっと単純に、厳しい事態であることを表現する手段としてサタンを引き合いに出したのだと受け止めた方が妥当だ。聖書の中にサタンという言葉が出てきた場合、すぐさまサタンの支配下にあると考える必要はない。サタンの力を極度に怖がるならば、その名を口にすることすら警戒するだろうが、聖書は神の全面的に支配権を明示しているので、むしろ堂々とサタンをすら引き合いに出す。サタンは警戒すべきだが、恐怖におののく相手ではない。神と共にいるならば。
 
 
第二コリント　12:7-10
　何かの病気だろうと言われている。サタン云々とか神からの戒めと語られてきたが、パウロ自身の思いとしてはごく単純にその解消を神に切に願ったのだ。苦難の意味を知りえるのは、後になってからのことだと思い知らされる。その時はただ何とかして打開をと願う。それが人の当たり前の姿だ。切に願い、願いに願って、その先においてこそ、神の御心をしっかりと受け止められるようにもなり得る。
 
 
第二コリント　12:8-10
　神に願い、決して悪くないはずの願いであるのに、それでも「否」とされるのはつらいことだ。神の意図がわからずに悩み、惑うかもしれない。そこから先は、事態をどう理解するかではなくて神を信頼するかどうかにかかってくる。無理やり納得してしまおう、というのではない。解明はされ得ないかも知れないが、それでもなお、主は私を必ず守り支えてくださると期待するのかどうか。自分が判断するか、神に委ねるぞと決断するか、神を「我が主」と呼ぶのはとても意味深いことだ。
 
 
第二コリント　12:11-13
　聖書は神の言葉であるが、神はその時々の人々の生の言葉を用いてその御心を伝えておられるのだと、こういう箇所を読むと改めて思う。普通に読めばこれはつまりパウロの愚痴でもあり、理解してくれないコリント教会に対するうめきか訴えか。でも、あれだけ邪険にされ、傷つけられたコリントの人々に対して、パウロがそれほどまでに愛情を注ぐ姿は、つまり、神が罪深い人々を切望されていることを思い出させてくれる。人は神のような心にはなれないけれど、隣人を愛することと向き合っていくならば、その片鱗くらいは体験できるだろう。そうしたら、神の愛がどれほどとてつもないかを、さらに痛感するだろうが。
 
 
第二コリント　12:14-18
　何だか、再び混迷が戻ってきているようだ。当時の手紙は書くだけでも大変だったから、時間をかけて書いている可能性がある。その間に何か新たな情報が入ったのだろうか。コリントの人々が抱いている心に不安を覚えているように見える。パウロはこういう場合に厳しくも語るのだが、でも、最終的にはできることと言えば、ただひたすら相手を思い、神に祈り願うことだけとも言える。パウロの言葉も、人々の間違いを断罪するよりも、切々と訴え、神の前に立つことを指し示しているようだ。
 
 
第二コリント　12:14
　この説の終わりに出てくる親子関係の話は、条文的に読んでしまってはならないものだ。これは親が子に対して言うかもしれない言葉であるけれど、子が親に対して言える言葉ではない。辞書や百科事典、法律条文ならいざ知らず、言葉というものは発せられた状況においてこそ真意が明らかになるものだから、自分の都合の良いように利用してはいけない。そういうあり方が争いを生み、対立を増し加えるものとなる。
 
 
第二コリント　12:19-21
　コリント教会は以前とは違って大きく進展したと見られていた。この第二コリントはその前提で書かれている。だからこそパウロは期待と不安とを込めて、この手紙を、時に厳しく、時に和やかに書いている。何の心配もいらないと全面的に安堵できるとしたらどんなに良いことだろうか。そのためには、覚悟を決めて断固として臨まねばならない。それがパウロの心境だ。これはまさに、隣人を愛し、自分自身のように尽くす姿であろう。キリストはそれを足を洗うことで示してくださったが、パウロはその御心を自分の置かれているところで実践している。きっと、誰にでも、その人のなすべきことがあるはずだ。
 
 
第二コリント　13:1-2
　1節は何も、三度目に訪ねる際に複数の証人を連れて行くという話ではない。複数ということには重みがあるのだという、当時の文化が背景となっての表現である。今の私たちが、三度目に訪ねたら何か特別な意味になるかどうかは何とも言えない。ただ、パウロがコリントのことをどれほど必死に思い、何とかして回復をと願っていることはよく分かるだろう。切に、切に、そうだからこそ「容赦はしない」という強い言葉も伴う。どうでもいい相手ではなくて、是が非でも、と願っているからだ。今日の私たちの人間関係は浅く、薄く・・・。スタイルとしてはそれでもいい。でも、そこに込められていく心は、相手を思うがゆえに熱く燃えているのかどうか。神は私たちに向けてそうしてくださった。
 
 
第二コリント　13:3-4
　聖書の言う強さと弱さは、この世の感覚とずいぶん違う。キリストの十字架は、人の目から見ると敗北に感じられるかもしれず、弟子たちだってそう思っていたのでもあり、でも、この犠牲こそが人類を救う絶対的な力になっていることを思うと、弱いと見えているところに働く神の圧倒的な力ということを、もっともっと知りたいものだと思う。それは私たちが真に強く生きるための鍵であるから。
 
 
第二コリント　13:5-6
　自らの確かさをはっきりとさせていくためには、自分の状態に満足しているだけでは足りない。他の人が神の前にどう評価されているのかをちゃんと受け止め、その幸いを認めていく者であってこそ、その歩みは確固たる者になり得る。自分のことだけでなく他の人も顧みよ、との教えは、人々のために尽くせということを言うものだけれど、その人々を神の前に正しく認めていくことも欠かせない。さもないと、神の御心と価値観の真実を悟らないままに、ただ自己満足で終わってしまい兼ねないのだから。
 
 
第二コリント　13:7-10
　厳しい言葉を何度も投げつけながらも、パウロの真意はコリント教会の幸いである。そのためならばどんな犠牲も払うぞと語るのは、ちょうと親が子に対して持つ思いに類似する。そしてコリント教会は確かにパウロの子どものような存在だ。聖書には、この後のコリント教会がどう応じたのかについては何も語られていない。だが、パウロの思いを読んできた者としては、そしてまた神ご自身の思いを知らされている者としては、何とか是非、と願わずにはいられない。このコリント教会は2000年前の話だ。でも今の私たちが、今ここで切に願い、関わるべき相手がいるはずだ。その祈りを大切に深め続けたい。第二コリントは私たちの内にそのような心をともしてくれる。神ご自身の心がそこにあるからこそ。
 
 
第二コリント　13:11-12
　締めの言葉だ。コリント教会が分裂騒ぎをして、対立していたことを思い出す。それでは神の恵みも真意も悟り得ない。人が人と争い続けている限り、その心は神から引き離されてしまうのだ。残念ながら人は完全にはなれず、問題も続くだろう。でもせめて主にある者たちが、一つの心となって祈り、主の前に立ちたいと願うならば、そこから事は動き始める。共にいよ、との教えは聖書の中に繰り返し響いているのだ。今、あなたは一人か、それとも共に神の前に立っているか。
 
 
第二コリント　13:13
　祝祷でよく用いられている言葉だ。キリストの恵みは罪人のために犠牲を払ってまで実現してくださった救いを示す。神の愛は救いをもたらしてくださった慈愛であり、忍耐であり、そしてまた、今こうして生かされていることの、神の支えのすべて、こんなにまで深く守ってくださっている幸いだ。そして聖霊の交わりは、聖霊との結びつきのことではなくて、聖霊によって導かれる信仰者たち、神を慕い求める者たちの交わりと結びつき、共に歩むことである。それがつたない者に過ぎない私たちにとって、格別の助けであるのだから。この祈りを礼拝のたびごとに切望する。神の守りにあってこそ、私たちは歩み得るのだからこそ。いろんな祝祷の言葉はあって、それぞれに意義深いけれど、全体を包括するような祈りの言葉としては、これはとても豊かだ。
 
第二コリント　終了
 
 

※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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